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六
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
四
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業
」
に
、「
同
条
第
三
十
六
項
」
を
「
同
条
第
三
十
四
項
」
に
、「
第
十
項
第
二
号
」
を「
第
十
一
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
十
一
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
六
十
二
条
の
三
第
八
項
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
九
項
」
に
、「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
六
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第

三
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
六
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
三
項
、
第
三
十
五
項
又
は
第
三
十
六
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四

第
三
十
一
項
、
第
三
十
三
項
又
は
第
三
十
四
項
」
に
、「
同
条
第
三
十
四
項
か
ら
第
三
十
六
項
ま
で
」
を
「
同
条
第
三
十
二
項
か
ら
第
三
十
四
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
六
十
二
条
の
三
第
七

項
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
三
項
第
四
号
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十
八
条
の

四
第
三
十
三
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
三
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
一
項
に

規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業
」
に
、「
同
条
第
三
十
三
項
又
は
第
三
十
五
項
」
を
「
同
条
第
三
十
一
項
又
は
第
三
十
三
項
」
に
、「
同
条
第
三
十
三
項
に
」
を
「
同
条
第
三
十
一
項
に
」
に
、「
十
二
月
三
十
一
日（
同
条
第
三
十
五
項
」

を
「
十
二
月
三
十
一
日
（
同
条
第
三
十
三
項
」
に
、「
、
同
条
第
三
十
四
項
」
を
「
、
同
条
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
ロ
中
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
三
項
各
号
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
一
項
各
号
」
に
、「
同
条
第
三

十
五
項
」
を
「
同
条
第
三
十
三
項
」
に
、「
同
条
第
三
十
四
項
」
を
「
同
条
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
三
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
一
項
」
に
、「
同
条
第
三
十
四
項
又
は
第
三
十
五
項
」を「
同

条
第
三
十
二
項
又
は
第
三
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
第
一
号
ハ
中
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
三
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
一
項
」
に
、「
同
条
第
三
十
五
項
若
し
く
は
第
三
十
六
項
」を「
同

条
第
三
十
三
項
若
し
く
は
第
三
十
四
項
」
に
、「
同
条
第
三
十
四
項
か
ら
第
三
十
六
項
ま
で
」
を
「
同
条
第
三
十
二
項
か
ら
第
三
十
四
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
、
当
該
譲
渡
に
係
る
土
地
等
が
当
該
譲
渡
を
し
た
時
に
お
い
て
地
す
べ
り
防
止
区
域
等
内
に
あ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

第
二
十
一
条
の
十
九
第
九
項
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
、
当
該
譲
渡
に
係
る
土
地
等
が
当
該
譲
渡
を
し
た
時
に
お
い
て
地
す
べ
り
防
止
区
域
等
内
に
あ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

第
二
十
一
条
の
十
九
第
九
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
項
第
四
号
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第
二
十
八
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
三
十
八
条
の
四

第
二
十
三
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第
二
十
一
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
認
定
買
受
計
画
」
を
「
認
定
除
却
等
計
画
又
は
前
項
に
規
定
す
る
計
画
」
に
改
め
、同
項
第
一
号
中「
決

議
特
定
要
除
却
認
定
マ
ン
シ
ョ
ン
を
除
却
し
た
後
の
土
地
」
を
「
除
却
し
た
後
の
土
地
又
は
売
却
敷
地
」
に
、「
除
却
後
の
土
地
」
を
「
除
却
後
の
土
地
等
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
除
却
後
の
土
地
」
を
「
除
却
後
の
土
地

等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

法
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
計
画
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
五
十
八
条
第
一
項
第
六
号
若
し
く
は
第
七
号
又
は
第
二
項
第
六
号
若
し
く
は
第
七
号

に
規
定
す
る
計
画
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
第
二
号
ロ
中
「
第
百
十
一
条
」
を
「
第
百
十
一
条
第
三
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
同
法
第
七
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
二
第

一
項
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
百
十
一
条
」
を
「
第
百
十
一
条
第
三
項
」
に
、「
第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
三
第
三
項
」
を
「
第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関

す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
十
号
」
に
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
（
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
事
業
（
」
に
、「「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
」
を「「
マ
ン
シ
ョ

ン
再
生
事
業
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
事
業
」
に
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律

第
二
条
第
一
項
第
十
四
号
」
に
、「
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
」
を
「
再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
」
に
、「
同
項
第
十
九
号
」
を
「
同
項
第
三
十
五
号
」
に
、「
同
項
第
五
号
」
を
「
同
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
」を「
マ

ン
シ
ョ
ン
再
生
事
業
」
に
、「
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
」
を
「
再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
十
二
号
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
等
の
円
滑
化
に

関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
二
十
八
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
第
九
号
中
「
景
観
整
備
機
構
」
を
「
景
観
整
備
推
進
法
人
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
五
号
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
事
業
」
に
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法

律
第
二
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
六
号
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
事
業
」
の
下
に
「
又
は
マ
ン
シ
ョ
ン
除
却
敷
地
売
却
事
業
」を
加
え
、

「
決
議
特
定
要
除
却
認
定
マ
ン
シ
ョ
ン
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
」
に
、「
認
定
買
受
計
画
」
を
「
認
定
除
却
等
計
画
又
は
第
十
八
項
に
規
定
す
る
計
画
」
に
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
に
」
を
「
新
た
に
建
築
さ
れ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
」
に
改
め
、
同
条
第
十

九
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

18

法
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
二
十
二
号
の
二
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
計
画
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
五
十
八
条
第
一
項
第
七
号
又
は
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
計
画
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
七
第
二
項
第
一
号
ハ
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
若
し
く
は
地
方
防
衛
局
長
（
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
東
海
防
衛
支
局
の
管
轄
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
東
海
防
衛
支
局
長
）」を
削
り
、「
イ
か
ら
ハ
ま
で
」
を
「
イ

又
は
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
次
号
イ
」
を
「
次
号
イ

」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
次
号
ロ
」
を
「
次
号
イ

」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

表
の
第
二
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
産

次
に
掲
げ
る
書
類

イ

当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
の
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
当
該
市
街
地
再
開
発
事
業
（
都
市
再
開
発
法
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
を
い
う
。）の
施
行
地
域
内
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類
（
当
該
買
換

資
産
の
所
在
地
が
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
ロ

に
お
い
て
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）の
区
域
内
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
市
街
地
再
開
発
事
業
（
都
市
再
開
発
法
に
よ
る
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業
に
限
る
。）の
施
行
者
が
都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
十
五
第
二
項
に
規
定
す
る
個
人
施
行
者
、
同
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
又
は
同
法
第
五
十
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
再
開
発
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
買
換

資
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市
長
の
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
当
該
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
地
域
内
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類
）
及
び
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類

当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
三
鷹
市
等
の
区
域
内
の
既
成
市
街
地
等
内
で
あ
る
場
合

当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市
長
の
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
既
成
市
街
地
等
内
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類

当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
人
口
集
中
地
区
の
区
域
内
で
あ
る
場
合

総
務
大
臣
の
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
人
口
集
中
地
区
の
区
域
内
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類

ロ

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類
（
次
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
書
類
）

当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
表
の
第
二
号
の
下
欄
の
イ
に
掲
げ
る
区
域
内
で
あ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類
（
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
同
欄
の
イ
に
規
定
す
る
大
都
市
の
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
買

換
資
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
指
定
都
市
の
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市
長
。

及
び

に
お
い
て
同
じ
。）の
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地

が
当
該
大
都
市
の
区
域
に
係
る
同
欄
の
イ
に
規
定
す
る
地
区
の
区
域
内
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類
を
含
む
。）

当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
の
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
表
の
第
二
号
の
下
欄
の
イ

に
掲
げ
る
防
災
再
開
発
促
進
地
区
の
区
域
内
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類

当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
の
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
表
の
第
二
号
の
下
欄
の
イ

に
掲
げ
る
特
定
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
内
の
区
域
内
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類

当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
（
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
特
別
区
の
区
域
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
特
別
区
の
区
長
。

に
お
い
て
同
じ
。）の
当
該
買
換
資
産
の

所
在
地
が
表
の
第
二
号
の
下
欄
の
イ

に
掲
げ
る
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類

当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
表
の
第
二
号
の
下
欄
の
ロ
に
掲
げ
る
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
内
の
区
域
内
で
あ
る
場
合

当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
の
当
該
買
換
資
産
の
所
在
地
が
同
欄
の
ロ
に
掲
げ

る
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
内
の
区
域
内
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類




		2026-03-31T20:53:54+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



